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鉱物資源の宝庫

南アフリカ共和国

神谷雅晴1)

はじめに

地質や鉱物資源に興味を抱いている人六が南アフ

リカ共和国という国名から連想するものは,金･ダ

イヤモンドあるいは白金･クロムなどの鉱物資源で

はないだろうか.

一方,これまで南アフリカ共和国のイメｰジは一

般の人々にとって決して良いとは言えなかった.す

なわち,人種的偏見による差別政策をかたくなに守

り,白人優位の社会を維持してきた国として国際社

会から経済制裁を受けていたが,最近,アパルトヘ

イト政策に終止符をうち,やっと国際社会への復帰

が認められたところである.

わが国では1960年代からの高度経済成長に伴っ

て,エネルギｰ鉱物資源の需要が急激に増大し,そ

れらの大半を海外からの輸入に依存するようにたっ

た.その後,わが国の産業が重化学工業中心から知

識集約型へと転換がはかられるにつれて,資源の需

要構造も大きく変化した.すなわち,鉄鉱石をはじ

め銅･鉛･亜鉛などのべ一スメタルの消費は世界の

10数%までに増大したが,いくつかのレアメタル

については,世界消費量の20%を超えて消費する

に至っている.なかでも,白金･パラジウム･ガリ

ウムなどは世界の45%あるいはそれ以上を消費し

ているのが実体である.

1.南アフリカ共和国の鉱業

南アフリカの鉱業が同国の経済に占める地位の大

きさは国内総生産(GDP)に対する比率が10.4%

(1991年)に達すること(Minera1Bureau,1993)から

も理解できる.

南アの主要な鉱産物は第1表に示したように金

が圧倒的に重要た地位を占め,その従業員数は同国

の鉱業総従業員数の70%以上に達し,世界の金生

産量の28%,埋蔵鉱量は40%を保持している.次

いで,白金,石炭,ダイヤモンドが重要で,なかで

も白金は世界生産量の49%を,埋蔵鉱量は88%を

それぞれ維持している.マソガソやクロムは鉱石と

しての生産金額が少ないものの,フェロマンガンや

フェロクロムなど,より付加価値の高い金属製品と

しての産額はかなり大きい.

南アフリカ共和訓こおげる主要な鉱物資源の開発

は6大マイニングハウスによって支配されている

と言っても過言ではない.なかでも,アングロアメ

リカン社(ん生C)は世界の鉱業においても極めて重

要た役割を果たしている.例えば,その中核的企業

第1表南アの主な鉱産資源の概要

項目��生産量�埋蔵量�

�従業員数���

�(人)�(1991年)��

��(千トン)�(万トン)�対世界

鉱種����(%)

ダイヤモンド*�21,393�8,421,000�'�一

���〰�

��牡琩�

金�437,089�O.599�1.8�40

白金�107,681�O.142�5,9�88

ク1コム�8,122�4,150�240,000�54=

マソガソ�3,607�4,402�399,200�82

パナジソ�707†�27.6�540�33

鉄鉱石�6,744�28,958�590,000�6

アスベスト�4,471�162�820�4

石材**�3,305�536�■�一

石炭�77,533�174,800�5,500,000�9

(Minera1Bureau,S.A.,1993による)

*天然ダイヤ,宝石工業用

榊花嵩岩約50万t

†製錬所も含む

1)元所員,現在住鉱コンサルタント株式会社

キｰワｰド:南アフリカ共和国,地質,鉱物資源,レアメタル

資源
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第1図

南アフリカ共和国の地質概略図

1:第四系,2:ウィッテンヘイジ系･ズルラソド系,3:カルｰ系,4:ケｰプ系,5:ケｰプ花嵩岩類

(1～5:顕生代),6:ナミビアソ系,7:ナタｰルｰナマクワランド系,8:オリブァソトツェｰク系

ソｰトパソスバｰグ系,9:ブッシュフェルトコンプレックス,上:珪長質岩･下:苦鉄質～超苦

鉄質岩,10:トランスバｰル系,グリクワラソドウエスト系,(5～10:原生代)11:ベンダｰストｰ

プ系,12:ウィットウォｰタｰスランド系,13:ウィットウォｰタｰスランド系の潜在分布域,14:

スワジランド系(バｰバトソ緑色岩系､マｰチスソ緑色岩系),15:古期片麻岩類(11～15:始生代).

と言えるデビアス社は世界のダイヤモンド市場の

80%を支配しているといわれる(森脇,1993).

2.地質概要

この国の地質は始生代のクラトンを核として,そ

の周辺に原生界が,さらに顕生界が成長して形成さ

れている一すなわち,アフリカ大陸の南部を構成す

るカラハリクラトンの南半分を占めているカｰプバ

ｰルクラトン(Kaapvaa1daton,38.6-14億年前)の

形成史が重要た役割を演じている.

最も古いスワジアソ界(SwazianErathem)は早期

始生代に相当し,その最下部の地層は38億年前ま

で遡ることができる(yisser,1989).それらは主に

バｰバトソおよびマｰチソン緑色岩帯地域によく発

達し,これまで最も詳細た研究が行われてきた.

最も古い地質単元はトｰナル岩質片麻岩,花嵐岩

質岩等から成る片麻岩類であり,主にバｰバトソ系

の発達地域の南に分布し,古期片麻岩類の一部を構

成し,この地域の基盤をなしている(第1区および

第2図).

1994年7月号

バｰバトソおよびマｰチソン緑色岩帯はカｰプバ

ｰルクラトンの東から北東にかけて,東北東一西庸

西方向の摺曲軸をもって分布する.バｰバトソ緑色

岩帯ではその下位から上位に向かって,オソバｰワ

ハト,フィクトリｰおよびムｰディｰズの各層群が

発達する.これらは全て海成であり,なかでも,オ

ソバｰワハト層群はいわゆるオフィオライト層序を

示している.その下部はコマチアイトや,蛇紋岩な

どを主とする超苦鉄質岩から成っている.コマチア

イトは美事なスピニフエックス組織を示す超苦鉄質

岩の急冷相で,バｰバトソ地域のコマチ川(Komati

riVer)に産出するところからその名がある.その上

位には玄武岩質溶岩が,さらに中性～酸性の火山岩

およびチャｰトが累重している.

フィクトリｰ層群はオソバｰワハト層群を不整合

に覆って,主に粘土質岩,チャｰトなどからたり,

縞状鉄鉱層(BIF)を伴う(佐藤･deRonde,1993,

本誌1993年4月号口絵参照).この地層からは原生

生物の桿菌や藍藻などの化石が見出たされている.

ムｰディｰズ層群はフィクトリｰ層群を不整合に

覆う､その下部は礫岩･珪岩･ジャスピライトが優�
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勢で,上部は頁岩･千枚岩･ジャスピライトおよび

玄武岩溶岩から成る.

ポソゴラ系はカｰプバｰルクラトンの南東部に分

布し,北西一南東方向の伸びをもつ浅海性堆積物(礫

岩･砂岩)および中～塩基性火山岩からなる.堆積

の場はその後西へ移動し,ドミニオンリｰフ系の堆

積が始まった.

ウィットウォｰタｰスランド系は始生代末(25億

年前)の大観模(長径180km,短径70㎞1)な堆積盆

にたまった浅海性の厚い堆積物で,ヨハネスバｰグ

の南部において,北東一南西に伸びた分布している.

ウィットウォｰタｰスランド系はその後の原生界に

覆われているため,第1図では潜在する分布範囲

を破線で示した.この堆積盆は世界最大の金鉱床を

胚胎することで有名である.下部層(ウェストラン

ド層群)は有機物に富む泥岩と砂岩の互層および礫

岩からなり,化学的堆積物たらびに氷河堆積物を伴

う.上部層(セントラルランド層群)は多くの礫岩層

と砂岩の互層からたり金とウランを伴う.これらは

海に面した扇状地あるいは三角洲堆積物である.

ベンダｰストｰプ系はカｰブバｰルクラトンの中

央都から南西にかけて,ウィットウォｰタｰスラン

ド層群を整合的に覆って分布する.玄武岩･安山岩

および流紋岩からなり,堆積盆の中央都では礫岩

･砂岩･頁岩･凝灰岩および石灰岩を伴う.

トランスバｰル系は始生代の花嶺岩類･片麻岩類

･緑色岩帯･ベンダｰストｰプ系たどを覆ってカ

ｰプバｰルクラトンのほぼ中央部を1,000km以上

にわたって東北東一西南西方向の伸びをもって分布

し,主として浅海性の堆積物から構成されている.

下部暦の一つのグリクワランド層群は縞状鉄鉱層と

大観模たマソガソ鉱層を胚胎する.上部層のプレト

リア層群はストロマトライトを含むほかクラゲ様の

動物化石も見出たされている.ブッシュフェルト層

状分化岩体(または,複合岩体)はプレトリア層群の

構造にほ陵整合的に貫入している.

ブッシュフェルト複合岩体は超苦鉄質岩の貫入に

文台まり,花開岩質マグマの固結(20.5億年)で終結し

た,世界最大の層状分化岩体であると同時に,大観

模なクロム･白金属元素･チタン･バナジンなどの

レアメタル資源を伴っていることでもよく知られて

いる.その地表露出面積は65,000km2で,九州と

四国を合わせたよりやや広い.ブッシュフエルト複

僅隼��地質時代�岩層系�貫入岩類

��新生代��

��中��

�黒�生��

��代��

��古�に�

�生���

��生�に麟�

�代�代��

5.7���芦ルムスパリｰ､ナマ及びその池の累層群�ケｰプ花箇岩頚

��後��

�原�期��

��中�ナタｰルｰナマクワランド�

��期�変成岩系�

16�生���

��前�ト州麟�

���トランスバｰル系及ぴ�にソシュフェルトンプレソクス

�代��グリクワランドウェスト系�

��期��

㈵��

��緩��

�始���

��期��

29���1;lll1粋イソ1㍑�

��中��

�生���

��期�lll1剃肋縣�期片僚岩

35����コンプレソクス

��前��

�代�期��

第2図南アフリカの地質層序

合岩体はその下位から上位に向かって,以下の5

ゾｰソに分げられている.すなわち,薄いノｰライ

トからなる“マｰジナルゾｰソ'',輝岩とハノレツバ

ｰジャイトからなり,その上部において僅かにクロ

ム鉄鉱の薄層を伴う“下部ゾｰソ",その上位には

輝岩,ノｰライト,斜長岩からなり多くのクロム鉄

鉱層と白金属元素を含むメレソスキｰリｰフと

UG2(クロム鉱床群のうちのUpPerGroup)を伴い

資源的に最も重要な“クリティカルゾｰソ"を胚胎

する.ノｰライト,ガブロノｰライトおよび斜長岩

から成るがほとんど鉱床を伴わない“メｰソゾｰ

ソ'',さらに最上部にはガブロを主とし,その上部

に閃緑岩,斜長岩からなる“上部ゾｰソ"は20枚

以上の含チタソ磁鉄鉱層を伴っている.ブッシュフ

ェルト複合岩体分布域の中央部には最末期に貫入し

た花嶺岩類があって,スズおよび螢石鉱床を伴う.

カルｰ系は古生代前期から中期のケｰプ系と先カ

ソブリア基盤岩を被覆して,アフリカ南都に拡がる

陸成堆積物を主とする地層である.なかでも,南ア

地質ニュｰス479号�
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第3図南アフリカ共和国の主要鉱物資源分布と先カンブリア時代の主な鉱床区

フリカ共和国の南東部では古生代後期～中生代前期

にかけて,東西方向から北東方向へのびる大カルｰ

盆地に,氷河堆積物をはじめとした陸成の砕屑物が

堆積するとともに中生代の台地玄武岩だとの火成活

動によって特徴づけられる.二畳紀のユッカ統は主

に頁岩と砂岩から成り,多量の石炭を伴う(yiSSer,

1989)が,金属資源ポテンシャルという点から見れ

ば,カルｰ系はそれほど重要ではたい.

3.鉱物資源

南アフリカ共和国は鉱物資源の宝庫と言われてい

るように,白金属･クロム･マソガソ･バナジンな

ど,レアメタル資源に極めて富んでいる.第3図

に主要な鉱床の分布を示した.

埋蔵鉱量でみると,世界の20%以上を占めてい

る資源として,マソガソ(82%)･白金属(88%)･

クロム(54%)･金(40%)･バナジン(33%)･バｰ

ミキュライト(40%)などがある.

生産量で見ると,白金属･バナジン･マンガン

クロムだと,先端技術産業の素材として重要な

レアメタルの供給に大きな役割を果たしていること

がわかる.以下に,このような鉱床が,いつ,どの

ようにして生成されたかたどについて概説する.主

要な鉱床の詳細については六号中の別稿を参照して

いただきたい.

1)鉱床生成区

鉱床生成区とは一般に,地質時代のある期間に,

同種の地質作用(堆積作用,火成作用など)たどによ

って形成された鉱床の分布域に対して用いられてお

り,通常数10万km2～100万km2規模をもってい

る.南アフリカ共和訓こいおては,始生代から新生

代第四紀までの間に多種多様な鉱床が生成され,世

界的にも重要た鉱床生成区をつくりあげているが,

とくに始生代から原生代にかけての鉱床生成区が重

要な鉱物資源をもたらしている.

(1)始生代の鉱床(～25億年)

始生代の主た鉱床としては鉄･マソガソ･金･銀

鉛･亜鉛･スズ･タングステン･ウラン･螢石

アスベストがある.

力一フバｰル鉱床区

主に緑色岩帯の金･銀･鉄･アスベスト鉱床が重要

である.たかでも,パｰバトソ緑色岩帯中には,

350箇所を上回る金･銀鉱床(鉱徴地を含む)が知ら

れ,1884年から1983年までの100年間における生産

量は金が252トン,銀が9トンである(趾aeusse-

r,1986).そのうち,シェバ鉱床(生産実績,65ト

ン),ニュｰコンソｰト鉱床(55トン),フェアビュ

ｰ鉱床(37トン),アグネス鉱床(19トン)などが比

較的大きい.同様な鉱床はバｰバトソ地域だけでな

く,スサｰランドおよびマｰチソン緑色岩帯にも見

出たされるが,両地域における資源ポテンシャルは

1994年7月号�
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バｰバトソ地域に比べてかたり低い.

これらの鉱床の成因については,なお議論のある

ところではあるが,大半の鉱床は花開岩類などの貫

入火成岩からの熱エネルギｰによって,金をはじめ

とする多くの金属元素が濃集･沈澱させられたと考

えられている･そのほか層準観制による同成的な合

金･銀鉱床もいくつか存在している(yisser,1989;

Anhaeusser,1986など).

アスベスト鉱床はバｰバトソ地域からスワジラン

ド地域にかけて多数分布する.それらは超苦鉄質岩

の蛇紋岩化に伴って生成し,蛇紋石系(クリソタイ

ル:温石綿)と角閃石系(クロシドライト,アモサイ

ト)に大別される.後者は主に原生代のトランスバ

ｰル系中に,前者はバｰバトソ緑色岩帯の下位を構

成する超苦鉄質岩中に生じている.なお,アスベス

トについては1980年代にその発ガン性が問題とな

って以来,代替物質の開発がすすめられてきてい

る･したがってアスベストの生産･利用は次第に減

少しているが,現在でも,蛇紋石系のアスベストは

角閃石系に比べて,多くの国々において利用されて

し･る.

ウィットウォｰタｰスラント鉱床区

世界最大の堆積型金一ウラン鉱床区であり,その

開発(1886年)以来,これまでに生産された金量は

約40,000トンに達するといわれる.1993年現在で

も年産量約600トンを維持し,世界の産金量の28%

を占めている.

鉱床は後期始生代のウィットウォｰタｰスランド

系中の10数枚の礫岩層に相当し,その埋蔵鉱量は

18,000トン(金量)と推定されている(Minera1

B岨eau,S.A.,1993).

ウィットウォｰタｰスランド系はカｰプバｰルク

ラトンのほぼ中央部に,北東一南西方向の伸びをも

った堆積盆中の浅海性堆積物から成っている.その

下部層(ウニストランド層群)は概して,有機物に富

む砂質～泥質堆積物が優勢で,礫層の発達は著しく

たく,金に比べてウランの含有量が多い.一方,上

部層(セントラノレランド層群)は多数の礫岩層を挾在

し,金とウランに富む.主な堆積物はウィットウォ

ｰタｰスランド盆地の北西後背地の古期岩類に由来

する.金は主として古期緑色岩類から,ウランは多

分カリウムに富んだ花嵐岩質岩類から,それぞれも

たらされたものと考えられている(例えば,

偲整�極����

(2)原生代の鉱床(6.5～25億年)

カｰプバｰルクラトンの固化後,早期原生代のト

ランスバｰル系およびグリクワラソドウエスト系な

どがそのクラトンを基盤として広範囲に堆積した.

ブッツユフェルト複合岩体は早期原生代の末にトラ

ンスバｰル系プレトリア層群中に貫入した.これら

の地質的な出来事は,この国の鉱物資源にと二て,

ウィットウォｰタｰスランド系に伴う金･ウラン鉱

床の生成とともに,最も重要なイベントであったと

いえる.

トランスバｰルｰグリクワラント鉱床区

トランスバｰル鉱床亜区はカｰプバｰルクラトン

の東部に位置し,金･鉛･亜鉛･鉄･マソガソ･螢

石などの鉱床を生成する.金鉱床はトランスバｰル

系下部のブラックリｰブ層群下底部の礫層に相当

し,ウィットウォｰタｰスランド系中の合金礫岩層

カミ再堆積したものである.大観模･低品位の螢石鉱

床はごく少量の鉛･亜鉛を伴って,トランスバｰル

系マルマ二層群を構成するドロマイト層中の微小な

空隙を充填したり,藻類ドロマイトを交代して生じ

てし･る.

グリクワラソドウエスト鉱床亜区はカｰプバｰノレ

クラトンの西都を広く覆う炭酸塩岩や化学的堆積物

によって特徴づけられる.この鉱床亜区では大規模

の層状鉄一マソガソ鉱床,鉛･亜鉛鉱床,角閃石系

アスベスト(クロシドライト)鉱床などが生成してい

る.

縞状鉄鉱床は,ケｰプ州の北部,シシエソ付近に

位置するキャンベル層群のドロマイト層の上に生成

した巨大な高品位赤鉄鉱鉱床で,スペリオル型に属

し,埋蔵鉱量10億トン以上と推定されている(Van

Scha1㎞枇a皿dBeukes,1986).マソガソ鉱床は縞

状鉄鉱床と密接に伴って堆積したもので,30億ト

ン以上の埋蔵鉱量をもつカラハリマソガソ鉱床群と

して知られている(Schisse1and虹｡,1992).また,

カラハリ鉱床群の南には,ぽぽ南北に伸びる2列

のマソガソ鉱床が形成されている.これらは風化残

留型鉱床といわれる.このほか,キャンベル層群の

ドロマイト層中に,埋蔵鉱量約1,800万トン(品位

3,6%Zn,O.6%Pb)のミシシッピバレｰ型の鉛･亜

鉛鉱床が最近,見出されている(Wheat1eyeta1.,

���
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難,

･圭'1灘麟融･､灘刊

写真1夕日に映えるフライド渓谷を構成し､西に緩やかに傾斜するトランスバｰル系

角閃石系アスベスト(クロシドライトまたはブル

ｰアスベスト)鉱床群はグリクワタウソ層群の縞状

鉄鉱層中に生成し,南北300㎞にわたって分布し

ている.このうち,珪化作用を受けたクロシドライ

トは``虎日石"として装飾用に利用されている.

ブッシュフェルト鉱床区

65,000km2にわたる広大た層状分化岩体(Ver-

maakandv㎝Gmenewa1dt,1986)は早期原生代ト

ランスバｰル系の上都に貫入,固結したラステソハ

ｰグ層状岩系とレオバ花嵩岩系などから構成され

る､ラステソハｰグ層状岩系にはクロム･白金属

ニッケル･チタン･バナジン･鉄鉱を伴い,レ

オバ花嵐岩系は錫･螢石などを伴っている.クロム

鉱床と白金属鉱床はラステソハｰグ層状岩系の下都

に近いクリティカルゾｰンに15層が集中的に形成

されている.それらは厚さ数｡mから1.8皿の鉱層

で,一般に,ポイキリティック組織を示す輝岩の下

部を占める.

クロムｰ白金属鉱床は4地域に分布するブッシュ

フェルト層状分化岩体,すなわち,東部岩体,西部

岩体,北部岩体(またはポットジｰタｰスラス岩体)

および西縁岩体(またはマリコ岩体)に伴われてい

る.

クロム鉱床は東都岩体において最も優勢であり,

なかでも,ウインタｰフェルト鉱山ではクリティカ

ルゾｰン下部のスティｰルポｰト鉱体(厚さ,平均

1m)を主として採掘し,年間100-150万トンのクロ

ム鉄鉱を生産している(Ire1and,1986).クロム鉄鉱

の大半はフェロクロム用に消費される.その品位は

Cr20343-47%,Fe025-26%で,Cr/Feは1.5-1.6

199臭年7月号

付近に集中する.これに対して,西縁岩体中のクロ

ム鉄鉱は他地域のものに比べてCr/Fe比が高く,

スピネル中に磁鉄鉱成分が少ないため(Verma砥,

1986)耐火物こ好適な原料として利用されている.

白金属鉱床は東部および西部両岩体中の,とく

に,クリティカルゾｰンの上部に位置するメレソス

キｰリｰフおよびUG2リｰフであるIメレンスキ

ｰリｰフはクリティカルゾｰンの最上部に位置し,

ポイキリティックな組織を示す輝岩の下部に生じた

厚さ数10c㎜の長石に富むペグマタイト質輝岩であ

り,その上下には薄いクロム鉄鉱層を伴っている.

一方,UG2リｰフはメレソスキｰリｰフの下部20-

400mに位置する白金属元素に富むクロム鉄鉱層

である.メレソスキｰリｰフは東部および西部両岩

体において,またUG2リｰフは西部岩体南部のウ

エスタンプラチナム鉱山などで採掘されている.白

金属元素の含有率は両リｰフで大きく異なってい

る.例えば,アトック鉱山におけるPt/Pd比はメ

レソスキｰリｰフが2.73であるのに対し,UG2リ

ｰフは僅かに1119である(Mossom,1986).ブッシ

ュフエルト鉱床区における白金属元素の埋蔵鉱量は

58,900トンであり,この量は世界の88%を占める

(Minera1Bureau,1992)だけでなく,白金(pt)含有

量の多さは世界の他の鉱床に比べてもきわだってい

る.

ラステソバｰクコンプレックスの上部ゾｰン中に

は21枚の合チタン磁鉄鉱層を生じている.それら

の厚さや拡がりはクロマイト鉱層やメレソスキｰリ

ｰフのそれをはるかに凌く“規模を持っている.鉱石

中にはバナジンが2%(y205)程度含まれるが,そ�
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神谷雅晴

の品位は上部ゾｰンの下位から上位にかけてやや減

少する.バナジンの埋蔵鉱量は膨大な合チタン磁鉄

鉱量を反映して,世界の埋蔵鉱量の47%を占めて

いる.現在,バナジンは大規模な稼行が続けられて

いる合チタン磁鉄鉱の副産物として回収されてい

る.

ブッシュフェルト複合岩体形成の最終ステｰジ

に,その中央部に貫入したレボワ花嵐岩系とラシュ

ｰプグラノファイヤｰ系の熱水期に,いくつかの錫

･蛍石鉱床が形成された.また,中～低温型の小

競模た金･鉛･亜鉛鉱脈鉱床も生じている.

バラポラおよびグレノファｰカｰボナタイト複合

岩体およびフレミャｰキンバｰライトは前～中期原

生代に,始生界の基盤岩中に貫入した.パラボラカ

ｰボナタイトはブッシュフェルト複合岩体の貫入と

ほぼ同時期(20.3億年;VeIwoerd,1986)で,銅一ウ

ランを主としジルコニアを伴う大規模鉱床である.

この鉱床からの銅の生産量はこの国の銅生産量の大

半を占め,ジルコニア(バデレアイト;Zr0)は世界

で唯一の供給源となっている.このほか,多量の隣

灰石とバｰミキュライトなどの工業原料も生産して

いる.グレノファｰカｰボナタイトは多量の隣灰石

を埋蔵し,フレミャｰキソバｰライトパイプ(12.5

億年)は,1950年のカリナンダイヤモンド(3,106カ

ラット)の発見でも有名である.

(3)顕生代の鉱床

古生代における鉱化作用はカルｰ系の初期堆積期

(二畳一三畳紀)における石炭および随伴するカオリ

ン耐火粘土の生成を除いて,重要な鉱床は少たい.

石炭の可採埋蔵鉱量は約550億トン(Martiniand

Hammerbeck,1989)で,ほとんど涯青炭から成る

が,堆積盆の東へ向かうにつれて半無煙炭質とな

る.

中生代末のゴンドワナ大陸の分裂に伴う深部断裂

にそって多くのキンバｰライトが貫入した.なかで

も,18世紀の後半に発見されキンバｰライトの名

の由来となったキソバレｰ鉱床は現在までに多量の

宝石級ダイヤモンドを産出したことでも著名であ

る.

新生代,とくに第三紀末から第四紀にかけて,基

盤岩の風化･浸蝕･運搬･淘汰によってナミビアか

ら南ア共和国の海岸線およびオレンジ川下流域にか

けてダイヤモンド砂鉱床を生じた.また,イルメナ

イトとジルコンを主とした海浜砂鉱床はダｰバン付

近の東海岸および西海岸にも形成され,稼行が続け

られている.

おわりに

南アフリカ共和国における今回の南ア･日本共同

セミナｰと地質･鉱床巡検は島弧に住み顕生代の地

質に馴染んできた私にとってまたとない機会であっ

た.とくに,鉱物資源に興味を持つ私達にとって教

科書でしか知ることの出来なかった世界的規模のい

くつかの鉱床を直接見る機会に恵まれたことは願っ

てもないことであった.

南アフリカ共和国が金･ダイヤモンド･クロム

白金属元素などに極めて豊富であり,それらの

主要鉱床の詳細た産状についてはこの特集号に解説

されている.鉱物資源とくに主なレアメタノレの賦存

については先カンブリア時代のクラトン,すたわち

安定大陸地域が大きな比率を占めていることは明ら

かである.その典型例が南アフリカ共和国であり,

金･白金属元素(プラチナ･パラジウム)･クロム

マソガソなどは世界一の埋蔵量を誇り,生産量

も世界の1～2位を占め,先進工業国,とくに,わ

が国の産業界は同国の資源供給に大きく依存してい

る.この傾向は同国の生産と供給体制が堅持される

かぎり,今後もますます著しくたって行くものと考

えられる.
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